
 

 

“しっかり予防すれば大切なペットの命を守れる病気” 

 

 

 

 

フィラリア症（犬糸状虫症）についてのお話。 

フィラリア症を簡単に説明すると、蚊が媒介する身近な病気。 

 

                   蚊が 

               感染動物から吸血。 

               その際血液と同時に 

               ミクロフィラリア 

（第一期幼虫）を吸血。 

 

 静脈へ侵入。                

血液の流れによって                 蚊の 

肺動脈・心臓に運ばれ            体内で脱皮を繰り返す。 

      寄生。               第二・第三期幼虫になると 

  感染から６ヶ月経つと              蚊が吸血した際に 

ミクロフィラリアを産める。           動物の体内に侵入!! 

  

 

          動物の体内組織で 

                脱皮を繰り返し 

               第四・第五期幼虫へ。 

                約 2.5から 3センチに 

                  成長。 

 

 

このように自分が予防していても、周りが予防していなければ 

達は日々危険と隣り合わせなのです。 

フィラリア症の症状って… 

初期・軽度の場合ほぼ無症状 

長期感染や重度になるにつれ症状の悪化 

咳・呼吸困難・頻呼吸など呼吸器疾患や疲れやすい 

腹水・喀血・貧血症状・嘔吐・下痢・血尿 

食欲不振・元気消失・毛づやが悪い・痩せる 

         ※猫・フェレットの場合は急死することも 

          は危険サイン!!見逃していませんか？ 

 

 

予防方法は様々あり、その子に合ったモノを使ってあげましょう☆ 

当院に用意してある予防薬をご紹介!!載っている動物は使えるタイプです♪ 

 錠剤タイプ 

錠剤タイプは、フィラリアの予防のみのお薬になります。シンプルなもの。 

 

 お肉タイプ 

お肉タイプは、フィラリアの予防とお腹の虫をやっつける効果があります。 

最近はパワーアップしてノミダニの予防もできるオールインワンのお薬も!! 

 

 つけるタイプ 

つけるタイプは、フィラリアの予防とノミ・ミミヒゼンダニ・回虫を予防。 

ネコさんには、最新の予防薬もありオールインワンの効果があります!! 

 

 

４月～１２月毎月１回の予防が重要です!! 

愛するペットの為にできることを精一杯やり 

楽しく・後悔しない生活を送りましょう♪ 

 

Information４ 

かかる動物 

犬・猫・フェレット 
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